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（１）為替レートはどうやって決まる？



外国為替市場

銀行間取引

為替レートは、外国為替市場で決まります。外国為替市場とは、電話等の通
信機器を使って、異なる通貨を交換（売買）する場のことです。この市場に
形はなく、取引所も存在していません。金融機関同士の取引を「銀行間取
引」、個人や企業と金融機関との間の取引を「対顧客取引」といいます。

対顧客取引



（為替レーﾄ）
市場価格

ドル売り注文量 ドル買い注文量

需要供給

外国為替市場において、市場価格は、供給（ドル売り注文）
と需要（ドル買い注文）が等しくなるところに決まります。



輸出(ドル建て商品)の売り 輸入（ドル建て商品）の買い

（ドル売り注文量） （ドル買い注文量）
需要供給

供給（ドル売り注文）は、➀輸出、②日本の金融商品の購入、③日本の
サービスの購入等から生まれます。一方、需要（ドル買い注文）は、➀輸入、
②米国の金融商品の購入、③米国のサービスの購入等から生まれます。

ドル建て金融商品の買い
（＄債券、＄株式）

円建て金融商品の買い
（￥債券、￥株式）

ドル建てサービスの買い
（海外旅行）

円建てサービスの買い
(訪日旅行）



TTS TTB
USD ￥106 ¥105

（２）外貨に両替するには？



「対顧客相場」は、銀行から見て、売りレート106円１０銭、買いレート
104円１０銭というように表示されます。これは、顧客がドルを買う場合に
は、売りレート106円10銭で、ドルを売る場合には、104円10銭で取引
できることを表しています。仲値とは、対顧客取引のために銀行が毎朝設
定する基準レートのことです。

両替レート (対顧客相場）とは？

電信売相場 電信買相場

外貨を円に交換するときのレート円を外貨に交換するときのレート

TTS(Telegraphic Transfer Selling rate） TTB(Telegraphic Transfer Buying rate)

10４.10円10６.10円

仲値(105.10)に１円上乗せしたもの 仲値(10５.10)から１円引いたもの

電鍵
モールス符号で
通信を行う装置



外貨は、どこで買える？

外貨現金は、空港、銀行、両替所、宅配便などで購入で
きます。

両替所



ちなみに、ドル現金を購入する場合は、現金売りレート108円10銭が適用さ
れます。電信為替売りレ－ト(106円１０銭)ではないことに注意が必要です。

現金の両替レート

電信売相場

現金売相場

現金1ドルを手にいれるには、
108円10銭が必要です。
つまり、1ドルにつき3円の手数料
がかかります。これは、現金の輸
送・保管・保険等のコスト代です。

108.10円

10６.10円

Cash Selling rate

仲値 105.10円



（３）円安ドル高、
円高ドル安とは？



ドルの価値が上がることを「ドル高」といいます。ドル高
とは、自国通貨建ての為替レートが、1ドル/100円から
1ドル/120円に上昇することです。円単位で捉えた1ド
ルの円価格が上がることです。

1ドルの円価格が上がる

ドルの価値が上がること

1ドル＝120円

1ドル＝１００円



一方、円の価値が低くなることを「円安」といいます。円安
とは、外国通貨建ての為替レートが1円/0.01ドルから1
円/0.００８３ドルに下がることです。ドル単位で捉えた1
円のドル価格が下がることです。

円の価値が低くなること

1円のドル価格が下がる

1円＝0.01ドル

1円＝0.0083ドル



上がる 下がる

「自国通貨建て」でドル高であるとき、「外国通貨建て」
では円安になります。つまり、ドル高＝円安です。

外国通貨建て

1ドル＝100円

1ドル＝120円

自国通貨建て

1円＝0.01ドル

1円＝0.0083ドル



この為替変動が米国側の事情でおきているときには、
「ドル高円安」と呼ぶのに対し、日本側の事情で動いて
いるときには、「円安ドル高」と呼びます。

外国通貨建て

1ドル＝100円

1ドル＝120円

自国通貨建て

1円＝0.01ドル

1円＝0.0083ドル
上がる 下がる



ドルの価値が下がることを「ドル安」といいます。ドル安
とは、自国通貨建ての為替レートが1ドル/100円から1
ドル/80円に下がることです。円単位で捉えた1ドルの
円価格が下がることです。

1ドル＝100円
1ドルの円価格が下がる

ドルの価値が下がること

1ドル＝80円



一方、円の価値が高くなることを「円高」といいます。円
高とは、外国通貨建ての為替レートが1円/0.01ドルから
1円/0.0125ドルに上昇することです。ドル単位で捉え
た1円のドル価格が上がることです。

1円＝0.0125ドル

円の価値が高くなること

１円の価格が上がる

1円＝0.01ドル



下がる 上がる

「自国通貨建て」でドル安であるとき、「外国通貨建て」
では円高になります。つまり、ドル安＝円高です。

外国通貨建て

1ドル＝80円

1ドル＝100円

自国通貨建て

1円＝0.0125ドル

1円＝0.01ドル



下がる 上がる

この為替変動が米国側の事情でおきているときには、
「ドル安円高」と呼ぶのに対し、日本側の事情で動いて
いるときには、「円高ドル安」と呼びます。

外国通貨建て

1ドル＝80円

1ドル＝100円

自国通貨建て

1円＝0.0125ドル

1円＝0.01ドル



得する人？ 損する人？

（４）為替レートで



輸入価格の上昇により、
販売数量が減少する

為替レートが1ドル/100円から120円にドル高円安になると、輸出企業の売
上が1.2倍に上がります。その理由は、①円転により為替差益が得られること
や、②値下げをして販売数量を増やす戦略がとれることです。

② 販売数量の増加
値下げによる販売促進

得する人 損する人輸入企業輸出企業

➀ 円転後の売上増加(100円 １２０円）

② 原油・資源価格などの原材料
費の高騰により利益率低下

➀ 購入価格(100円 120円)

売上高が1.2倍に増える

ドル高円安

（1ドル 0.83ドル）



② 販売数量の減少
値上げによる販売不振

一方、輸入企業の業績は悪化します。その理由は、➀原材料費の高騰によ
る採算の悪化や、②値上げにより販売不振に陥ることです。

得する人 損する人輸入企業輸出企業

➀ 原油・資源価格などの原材料
費が1.2倍に跳ね上がる

(100円 120円)

ドル高円安ドル高円安

② 販売数量の増加
値下げによる販売促進

➀ 円転後の売上増加(100円 １２０円）

売上高が1.2倍に増える

（1ドル 0.83ドル）



得する人損する人

為替レートが1ドル/100円から80円にドル安円高になると、輸入企業の
採算が改善します。その理由は、➀同じ予算でより多く輸入できることや、
②原材料費の低下により採算が向上することです。

➀ 購入価格(100円 ８０円)

輸入企業輸出企業

② 原油・資源価格などの原材料
費の低下により利益率増加

同じ予算でより多く輸入できます。
値下がりにより、販売数量が増える。収益確保のために値上げ

② 販売数量の減少

➀ 円転後の売上減少 (100円 80円）

（1ドル 1.25ドル）

ドル安円高



得する人損する人

一方、ドル安円高は、輸出企業にとっては、大きな痛手になります。その理
由は、➀為替差損による売上高の減少や、②値上げにより販売不振に陥る
ことです。

➀ 購入価格(100円 ８０円)

収益確保のために値上げ

輸出企業

② 原油・資源価格などの原材料
費の低下により利益率増加

② 販売量の減少

➀ 円転後の売上減少
輸入品の値下がりにより、販
売数量が増える。

(100円 80円）

（1ドル 1.25ドル）

ドル安円高 輸入企業



観光旅行と為替レート！



為替レートが1ドル/100円から120円にドル高円安が進むと、訪日観光
客が増え、観光産業は潤います。一方、海外旅行は、下火になります。旅費
が1.2倍に膨らむためです。

1ドル＝(100円 120円）

（同じ予算で1.2倍のサービスが受けられる）
インバウンド
（訪日旅行）

海外旅行 （旅費が1.2倍に増える）

海外への旅行客が減る

訪日観光客が増える

ドル高円安



為替レートが1ドル/100円から８０円にドル安円高が進むと、旅費が安く
なり、海外旅行に行きやすくなります。一方、訪日観光客の数は減ります。
旅費が1.25倍に膨らむためです。

1ドル＝(100円 80円）

インバウンド
（訪日旅行）

海外旅行 海外旅行に安く行ける

訪日観光客は減る

ドル安円高

（同じ1ドルで1.2５倍のサービスが受けられる）

（旅費が1.25倍に増える）



ちなみに、「為替レート」は「天気」と並んで便利に使える話材の一つです。
ただ、注意も必要です。事前に相手にとって良いニュースなのか、悪い
ニュースなのか考えておきましょう。

ちなみに、商談の話材に為替レート！

えーと、
あのう



では、また次回



制作 金融大学


